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関西支部だより

　天気編集委員会で毎号順番に各支部だよりを投稿する

ことにきまりその第1回が関西支部に当てられた．初回

でもあるので支部誕生から現在に至る歴史を想い起すこ

とにした．しかし筆者の個人的主観がかなり強く出てい

ることを最初におことわりしておく．

　須田滝雄著「岡田武松伝」にも詳しく述べられている

ように，1875年に日本の気象事業がはじめられて以来，

その事業の特殊性のために気象学の発展もまた中央気象

台に閉じこめられていた．社会的に恵まれない環境の中

で測候精神を維持して行くためにも強い統制力が必要で

あったのであろう．1923年に京都大学地球物理学教：室が

独立してからも大学と気象台との間にはほとんで交流が

なかった．1940年頃からは気象台の他に陸海軍でも気象

技術者が養成され，ここには京大の気象学研究室出身者

が多数採用され，終戦と共に気象台に採用される人も出

て来た．1948年には米軍によって行政整理とレッドパー

ジとして20パーセント以上の首切りが行なわれた．この

ように気象事業がピンチにおちいった頃に，日本の国土

には自然災害が相次いで起り，防災科学としての気象学

と気象事業の復興が叫ばれた．大学と気象台が手をつな

いで立ち上ろうという考が関西を中心ににわかに興り，

大谷東平，松平康雄，滑川忠夫の3人がそれを実行に移

す企画を立てた．1951年5月から京阪神雑誌会という名

前の研究会がはじめられ2年間にわたって毎月3編ぐら

いの論文が紹介された．神戸海洋気象台からは市衛，宮

崎，森安，小野田（片山）らがスクリップス研究所の海

洋関係の論文などを紹介し，大阪管区気象台からは青

木，斉藤，大西，藤範らが，また京大からは中島，股

野，山元，東らが戦争中に米国で発表された・スビーな

どの論文を紹介し，京大の瀬野，吉川，湯原らは米国の

地下水に関する論文の紹介を行なった．このようにして

今まで他人であった人たちの間に急速に親密感がうまれ

はじめた．1953年秋の気象学会総会で関西と九州に学会

支部を設立することが認められ，12月12日に関西支部が

発足した．それまで一人も会員のなかった京大からも大

量の入会者があり，気象台からも多数の入会があって関

西の会員数は支部発足とともに3倍に増えて1954年春に

は130名，1956年には289名，58年には354名，1960年

1974年1月

には390名と増大し1972年春には578名となった．発会

式では，今まで孤独であった滑川支部長が喜色満面であ

いさつを行ない，陰にまわって支部長を助けた大谷管区

台長は関西の気象界の全盛時代に一つのパックボーンを

たてたことに満足しぎった表情であらた．京大と気象台

を結びつけることを心から願っていた松平神戸台長もほ

っとしたことであろう．翌年正月の関西支部だよりに大

谷台長は次のように述べている．「学会の支部をつくっ

て会員が数倍に増えただけでは値打は大したことはな

い．ところが驚いたことに毎月の例会は欠かさず京阪神

で行われ，その問に高松，広島，舞鶴，奈良にも持ちま

わりの例会がひらかれ，友会の農業気象学会，学校気象

例会も各地で開かれる．全くピチピチはねでいる魚を見

るように小気味よい」それだけに事務局の裏方をしてい

た一色光雄氏の労苦は大変だった．1954年には東京で台

風国際シンポジウムが開かれ，さらに数値予報研究グル

ープが発足し，関西では長期予報の研究グループがはじ

まり，日本の気象学が飛躍しはじめた時期であった．関

西支部も発足以来5年間にその効果がもっとも発揮され

たといえよう．1960年滑川教授停年退官し，ついで大谷

台長も転出となって，体制的にも姿が変えられ，役員選

挙には全気象労働組合の推せんが無ければ当せんがむつ

かしくなって来た．大学関係者は直接全国の気象学者と

交流が出来るようになり，必ずしも支部を必要としなく

なって来た．この頃から支部の目的は，気象現業者に気

象学の第一線の知識を解説し周知させることに重点が置

かれ，1960年から月例会ノートが発刊され，多くの気象

現業者に愛読された．

　1964年秋中国学術代表団が日本を訪間し，顧震潮博士

が京大と各地気象台を訪間し盛大な歓迎を受けた．関西

支部は日中学術交流について積極的役割を果し，困難な

事情を克服して，大阪管区気象台では，官と労働組合と

学会支部とが手をつないで歓迎行事を行なうことが出来

た．1966年にはこの答礼として橋本理事が訪中学術代表

団の一員として中国を訪間した．

　しかしこの頃から支部財政事情も悪くなり月例会ノー

トの発行もむつかしくなって来た．さらに支部が仕事を

　　　　　　　　　　　　　　（以下57ぺ一ジに続く）
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表2　初年度（昭和49年度）の収支

赤字の部
　　　金額科目
　　　（千円）

諸物価値　5，000
上りによ
るもの

合　計　5，000

差引額

増　　収　　の　　部

科目 金額（千円）

会費　（1）30％up
　　　（2）50％up

集誌ぺ一ジ・チャ
ージ

大会参加費

賛助会費

別刷り

、，188舗綱

900

　0

500

100

合計
（1）　2，400
（2）　　3，000

（1）△2，600（2）△2，000

表3　平年度（昭和50年度）の収支ただし，諸
　　　物価の上昇はないとする

赤　字　の　部

　　　　　金額科　目
　　　　（千円）

諸物価の値上　5，000
りによるもの

合　計 5，000

差引額

増　収　の　部

科　目 金額（千円）

会費蹉8躰
集誌ぺ一ジ・チヤージ

大会参加費

賛助会費

別刷り

3，600
6，000

1，095

　200

　500
　100

合計
（1）　5，495
（2）　　7，895

（1）490 （2）2，890

3．賛助会費

学会理事会を中心にして賛助会員の拡張をはかってお

り，この約1年間で収入は135万円から192万円にふえて

います．さらに50万円の増収を目標に努力しております

ので，会員みなさんのご協力をお願いしたい．なお，現

在加入している賛助会員の名簿は天気毎号の裏表紙にの

せてあります．

　4．別刷り

　集誌，天気，気象研究ノートの別刷り代の値上げによ

り，10万円の増収を見込む．

　以上の4項目のほか，機関紙と気象研究ノートヘの広

告掲載による収入が考えられますが，宣伝効果が少ない

ことから，相手が乗ってこないのです．この点について

は理事会でさらに検討させていただきます．

　以上の増収計画にもとづいた初年度（昭和49年度）お

よび平年度（昭和50年度で，諸物価は昭和49年度と同じ

とする）の財政の収支を表2および3に示します．表2

は初年度の学会費が30％または50％値上げされても，年

間の1／4の期間について値上げされるだけなので，200

～260万円の赤字になることを示しています．　また表3

は学会費が30または50％値上げされると，以後の物価上

昇がないと仮定して，平年の収支がそれぞれ50万円また

は290万円の黒字となることを示しています．しかし，

今日の物価上昇傾向がいっそうはげしくなるならば，会

費の再値上げ，あるいは事業縮少がさけられません．

　昭和49年度以後の財政は上述のように極めて重大な間

題となっているので，理事会では昭和50年1月から会費

を値上げしてもなお前納金の先喰いでやっていくよりな

いと判断しています．したがって，会員のみなさんが学

会費の前納に協力していただかねばなりません．また，

理事会の考え方などについて建設的なご意見をお寄せ下

さるようお願いいたします．

（以下55ページの続き）

予算以上にやりすぎているのではないか，本部でr天

気」や「気象研究ノート」などが発行されている時に月

例会ノートは二重投資ではないかなどの批判が高まって

来て理事の苦労も大変であった．1970年に京大の山元教

授が支部長となってからはこの沈滞した支部に新しい道

1974年1月

を見出そうという努力がはじめられ，1972年には支部の

中に研究グループを置くようになった．メソ気象，乱

流，霧，海陸風長期予報などのテーマについてグル＿

プをつくり集約的な成果をあげようということでその成

果が期待されている．（京都大学中島暢太郎記）
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